
医師自らの手でつくりあげた『手作り』の保険です

JMC厚生会は、会員の皆様に『手作り』の保険をご提供するために
保険業法に基づく「認可特定保険業者」の認可を得ました

病気・事故による死亡・重度障害保険金をお支払いします

一般社団法人　JMC厚生会
事務委託先　全国医師協同組合連合会

生命共済のご案内

病気・事故による死亡・重度障害保険金をお支払いします病気・事故による死亡・重度障害保険金をお支払いします

加入コ－スは

10種類！ 新規加入
ＯＫ！

満75歳迄
不要！
診査



JMC厚生会の会員とご家族、従業員のための保険です。

生命共済の７つの特長
この保険の特長
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1 JMC厚生会会員の医師・歯科医師・医療法人・医師協同組合の職員だけが
加入できる保険です。

2 会員ご本人のほか、会員のご家族、医療法人の従業員を保障の対象者に
含めることができます。

3 満1歳から満75歳までの方が新規加入できます。

4 加入後は1年ごとの自動更新となり満79歳まで更新ができます。

5 将来設計に合わせて10のコースから選ぶことができます。

6 お申込みにあたり、医師の診査は不要です。簡単な告知のみで加入できます。

7 日本国内はもちろん、海外での事故や病気による死亡や重度障害も対象となり
ます。

★ＪＭＣ厚生会・全国医師協同組合連合会の関係について

一般社団法人ＪＭＣ厚生会は、保険業法に基づく「認可特定保険業」の認可を受けた法人であり、全国医師協同組
合連合会が母体となる団体です。一般社団法人ＪＭＣ厚生会の役員は、全国医師協同組合連合会の役員である医師
が兼務し、事業運営を行っております。
また、一般社団法人ＪＭＣ厚生会は、地区医師協同組合に保険募集業務を委託し、全国医師協同組合連合会に事務
を委託しているなど、三者は密接な関係にあります。

≪体制図≫

全国医師協同組合連合会
（運営母体）

ＪＭＣ厚生会
（認可特定保険業者）

地区医師協同組合
（募集代理店）

事務委託 運営 会員

募集業務委託



ご加入例

❶大学生や高校生のお子様がいらっしゃる先生の場合
先生が万が一の場合、残されたお子様のために教育資金として準備したい。

❷大切なお孫様に「育英資金」を残してあげる
お孫様を保険金の受取人に指定することもできます。

❸従業員のための福利厚生制度の一環として加入する
従業員の死亡弔慰金としてそれぞれ50万円を用意したい。

契約者（医師）

契約者（医療法人）

契約者（医師）

54歳
被保険者（本人）

45歳　　39歳　　32歳　　25歳
被保険者（従業員）

 本人70歳 妻65歳
被保険者（本人・妻）

死亡保険金受取人
妻

死亡保険金受取人
孫

月払保険料
10,650円

本人と妻の月払保険料
合計　1,880円

従業員4名分の
月払保険料合計

960円

死亡保険金 2,000万円

死亡保険金 50万円

 50万円｝  合計 100万円

教育資金

50万円

50万円

死亡保険金受取人
従業員の家族

※ 受取人が法人の場合
別途、書類が必要

死亡保険金 50万円

こんなときに、「生命共済」がお役に立ちます！

それぞれの家族に
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